
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈中情報通信 

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！㈱神奈中情報システム 

第１１４号 （令和５年３月） 

㈱神奈中情報システム TEL：0463-22-8804 FAX：0463-22-8815 

■■この「神奈中情報通信」は、私たちと何かのご縁があったかたにのみ、差し上げている通信誌です。■■ 

 

◆実家の周りの風景が・・・◆ 

こんにちは！お世話になっております。神奈中情報システムの 

大森です。今回は私が担当です。よろしくお願いいたします。 

さて、私が実家の岡山にときどき帰っていることは、この通信で 

何度か書かせていただいておりますが、最近、帰省する度に実家の周りの風景が

変わってきていることを感じます。 

私が岡山を出たのは今から２８年前。きっかけは阪神淡路大震災です。当時、私

は今とは別の会社で働いていました。住まいは岡山にあり、関東にお客さんが多く、

岡山で１週間働いたら、東京に行って１週間働くという形でした。 

そんな中で阪神淡路大震災が発生。新幹線がダメになってしまい、私は会社から

言われ東京支社に転勤。当時２歳だった子供と家族３人で関東に引っ越しました。 

岡山を離れたばかりの頃は、私や妻（倉敷出身）の両親がそれぞれ健在で、地元

がこうなったよ、誰々が結婚したよ、誰々が亡くなったよと、いろいろ状況は聞くこと

ができたのですが、親が年老いて亡くなったり、老人ホームに入ったりして、実家の

周りの状況がわからなくなりました。 

今は、墓参りや墓掃除で帰ったときに近所の人から情報が入ったり、電車やバス

で移動したときに、新しくできた道や建物に気づいたりする感じです。 

かつて、実家の周りは田んぼと畑しかありませんでした。岡山駅まで電車で１０

分、車で２０分の場所ですが、そこは田園風景。昔は調整区域で、あまり建物が建

てられなかったのですが、ここにきてそれが緩やかになり、分譲地になっています。 

私の同年代はほとんど外に出てしまいました。残された人も高

齢で田んぼの仕事がもうできないので土地を売りに出される方が

多く、家がどんどん建って外から人が流入するようになりました。

かつて実家の町内は６０～７０世帯でしたが、 （２枚目へ→） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【発行元】  

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！ 

株式会社神奈中情報システム  

〒２５４－００３４ 神奈川県平塚市宝町３番１号 

平塚 MNビル１１階 

TEL：０４６３－２２－８８０４ FAX：０４６３－２２－８８１５ 

発行責任者：神奈中情報システム  

■この通信がご不要の方は１枚目をそのままＦＡＸしてくださいますようよろしくお願いいたします■ 

（続き→） 今では２５０世帯を超えているようです。たしかに、最近、実家に帰って

みると、数年前まで見なかった小さい子供をたくさん見かけるようになりました。 

日本全体で高齢化、田舎の過疎化が進んでいる中、まさかの若返り。人口も増

えているようで、個人的にはいいことだと思っているのですが、昔から住んでいる人

たちにとってはそうでもないようです。地元に住んでいる幼馴染みと話してみると、

「そと者が」とか「よそ者が」とかよく言ってきます。 

それでも、人が増えることはいいことで、近所にセブンイレブンができたり、ガソリ

ンスタンドができたり、ちょっと行ったところに大きめのスーパーマーケットができた

り、町がとても活性化しています。ただ、ちょっと心配なことが･･････。 

今年、私は６２歳になります。数年後、今の仕事が終われば田舎に帰る予定です

が、私は新しい人を全然知りません。気がつけば町には新しく入ってきた人の方が

圧倒的に多くなり、その中で地域に溶け込んでいけるのか心配です。 

また、妻は実家が倉敷ですが、私の実家で暮らしたことはなく、高校を出てすぐ

東京に出てきて友達も関東にいます。妻の両親はもうおらず、私の実家には帰りた

くないと言っています。数年後、そのときがきたらどうしようかと、妻と２人でいろいろ

話し合っている今日この頃です。 

◆発行者コラム◆ 

最近、田舎に帰る度、近所のおじさんやおばさん、幼馴染みから「本当に帰って

きてくれるんだよね？」「早く戻ってきてよ！」と言われます。そんなに期待してくれて

いるのかと嬉しく思ったのですが、真意がわかってしまいました。どうやら、私に町

内会長をさせようとしているようなのです。現在、町内会長を務めているのが新しく

町に入ってきた人らしく、なんとかその座を取り戻すため、私を担ぎ上げる作戦らし

いのです。どうやって断るか、今はそのことで頭がいっぱいです･･････。大森 

大森 米山 


